
暑熱および寒冷下における高齢者運動時の

レ　体温調節と着衣行動

大阪 教育 大学

（共同研究者） 桀
活
頁
学

脱
究
禀

神　戸　大　学

神戸 女 子大 学

今

柴

井

平

－287

子
　
江

律

祥

村
　
田

上

田

Water　Balance　and　Clothing　of　Elderly　during　Outdoor

Exercise　in　Hot　and　Cool　Environments

by

Ritsuko　Imamura

Osaka 　Kyoiku ひrdversity

Yoshie　Shibata

Consumer 　Sぐience　ReseaΓc九Institute　of　Hyogo　Prefecture

Yoshimitsu　Inoue

Kobe　University　Scんool　cソMedicine

Kozo　Hirata

卜　　Kobe 　Wome ぶs こIniversiりノ

ABSTRACT

芳

耕

光

造

Body　weight　loss　and　fluid　intake　（sports　drink）　were　measured　using

7　older　men　and　women　in　summer　and　autumm　while　they　enjoyed　a

ball　game　called　the　Gate　Ball，　which　is　played　on　the　ground　outdoors．

At　the　same　time　we　investigated　the　type　of　clothing　actually　worn

by　them．　Moreover，　we　interviewed　elderly　people　on　the　demand　and

problems　for　the　functionally　comfortable　clothing　whem　they　played

the　game．
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The　sweat　rate，　the　fluid　intake，　and　the　body　weight　loss　in　summer

were　6．0±1．0　（mean 土SD ），　3．4士2．6，　2．り士2，1　g／kg／h，　respectively，　which

were　significantly　higher　than　those　in　autumn．　The　fluid　intake　and　body

weight　loss　had　much　individual　variations　and　the　rate　of　rehydration

could　not　compensate　for　the　body　weight　loss　especially　in　summer．　All

the　subjects　wore　the　hats　and　the　4　people　out　of　7　wore　long－sleeved

shirts　against　the　radiation　heat　from　the　sun　in　summer．　The　forty－

nine　percents　of　the　elderly　required　the　size－fitted　garments　and　35％

of 山むm　desired　the　sports　wear　which　can　provide　the　clothing’　comfort

from　the　aspects　of　clothing　physiology　and　hygine．　The　outer　upper

wear ，　shoes，　socks，　headgear，　and　gloves　were　the　most　complaining

clothing　during　the　Gate　BaII。

These　results　suggest　that　the　necessity　of　more　water　supply　should

be　advised　for　the　players．　Concerning　the　change　of　the　body　shape　of

the　elderly，　the　improvement　of　the　clothing　design　should　be　considered

to　get　the　more　healthy　and　comfortable　garments　during　eχercise．

要　　 旨

高齢者のゲート ボール競技時の着衣実態と，そ

のときの発汗量・水分補給量を夏期（8 月）と秋

期（11 月）にフィールドで調査・測定した．被験

者は，高齢者男女9 名であり，夏期・秋期の実験

にはそれぞれ7 名が参加した．平均年齢は夏期70

（58 ～82 ）歳，秋期72　（65 ～82 ） 歳であった． ま

た，衣服の機能性に関する問題点を神戸市近郊の

ゲート ボール愛好者男女38名（平均年齢：69歳）

に面接調査した．

夏期の発汗量および飲水量 はそれぞれ，　6．0±

1．0　g’／kg／h　（平均 士標準偏差），　3．4±2．6　g／kg／h

であり，秋期のt ．0士0 ．3，0 ．9±0 ．8　g／kg／h　と比

較して有意に多かった 飮水量の個人差は大きかっ

たが，発汗量に見合う飲水はできていない者が多

かった．熱障害の予防の点から給水に対する指導

が必要 であ ると考え る． 着 衣量 は夏 期O 、52　clo

（平均）√秋期1．20　clo　（同） であ った． 衣服の問

題点 に関する面接調査では， サイズに関すること

が49％と最も多かった．中高年の体型変化に対応

した衣服設計が望まれる．

緒　　言

ゲート ボールは， リクリエーショ ンとして，ま

た健康維持・増進を目的として高齢者を中心 に楽

しまれている． この競技の運動強度 は比較的軽度

である1）が，四季を通じて戸外で行 われているた

め，外的環境の影響をこうむりやす く，競技中に

熱中症で死亡した例も報告 されている 凭　高齢者

の体温調節能は，若年者と比べて低下していると

いわれており3）， われわれも暑熱刺激に対 して発

汗能が低下することo やその低下 は全身同等でな

いこと5・　6）などを報告している．

Miescher　et　alノ　は，暑熱環境での脱 水時に，

若年者と高齢者で比較じた発汗量お よび水分負債

に対する飮水量に差はなかったが， そのときの血

漿量および血漿浸透圧の回復反応が高齢者で遅く，

囗渇感・温熱感が若年者と比べて小さかったと報

告している／しかし．これらの研究 はほとんどが
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実験室で測定されたものであり，高齢者の現状・

実態を把握するためには，実際の運動環境下での

測定も必要である．運動時脱水と飲水に関しては，

中井らのフィールド実験による報告8）があるが，

高齢者を対象とした報告は見当たらない．

一方，戸外の様々な環境に適応するためには，

高齢者ではとくに衣服による防暑，防寒が必要で

ある．高齢者の衣生活に関しては，被服の管理面

からの報告9j や温熱適応からみた報告lc）がみられ

る．ゲートボールウェアに関しては根本ら11j， 岡

田12）の報告がみられるが， いずれもファッション

や被服構成 に関しての報告である．　Ohnaka　et

al．iaはゲートボール時の着用衣服と温熱反応を

高齢者と若年者で比較し，四季を通じて衣服重量

には若年者との差は認められなかったが， 冬期に

は高齢者の着衣枚数が多く， 高い皮膚温と暖かい

側への温冷感が観察されたとしてい るが，夏期に

関してはとくに言及していない．　　　　 ＞

そこで本研究では， 高齢者のゲートボール競技

時の発汗量と飲水量を測定し，高齢者の水分出納

の実態を把握することを目的とした．さらに，そ

のときの着衣の実態調査と面接聞き取り調査によ

り，競技時 の衣服の機能性に関わる問題点を探っ

た．

－289　 －

1 ．方　 法

1 ．1　 フィールド実験　　　　　　　　　　し

1 ．1．1　 被験者および測定項目

被験者は，9 名の高齢者男女であり ，その身体

特性および競技歴は表1 に示す．夏期（8 月中旬）

の被験者は男性5 名女性2 名であり， 秋期（11 月

初旬）は男性4 名女性3 名が実験に参 加した．平

均年齢（標準偏差） はそれぞれ70 （8 ） 歳，72

（6 ）歳であった．両時期とも実 験は 各1 日実施

した．測定項目は，実験前後の体重と飲水ボトル

重量である．体重 は， デジタル精密体 重計（A ＆

D ，　UC　－　300，　最小表示50g ）を用い た． 体重 は

着衣状態で測定した．スポーツ飲料（ポカリスウェッ

ト：大塚製薬）を被験者ごとに， スク イズボトル

に入れて用意し， ストローによる自由接取をさせ，

ボトルの実験前後の重量差から飲水量 を求めた．

飲料は前もって冷蔵庫で冷やしたもの で，クーラ

ボックスに入れて被験者に供した．実 験前後 の体

重と飲水量から発汗量を次式によって 算出した．

発汗量 ＝実験前体重 十飲水量一実験後体重

環境温度・湿度・風速は， クリモマス ター風速計

（1日本科学工業，　MODEL 　6511）を用いて測定した．

1 ．1．2　 実験手順

夏期，秋期とも被験者は午前9 時頃 に練習場に

表1　 被験者の身体特性および競技歴

被験者　性別
夏　　　　期 秋　　　　期 練習頻度

（回／週）

競技歴

（年）年齢（歳） 身長（cm） 体重（kg） 年齢（歳） 身長（cm） 体重（kg）

M バ ． 男

K ．　T． 男

T ．Y。　男

H ．　N．　男

T ．　K． 男

KoO 。 女

M ．　T． 女

F ．　S． 女

Y ．　M． 女

69

68

82

65

79

66

58

－

－

160

165

172

162

162

148

143

－

－

52．1

63．5

62．9

48．3

56．4

47．4

48．4

－

－

69

68

82

65

－

66

－

76

77

160

165

172

162

－

148

－

150

145

53．1

63．2

63．9

50．1

－

48．4

－

62．4

52．8

6

5

4 ～5

4

5

6

2

6

4 ～5

4

4

15

10

10

6

2

8

10

平 均　 一

偏 差　 －

70

8

159

10

54．1

6．9

72

6

157

10

56．3

6．7

5

1

8

4
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集合し，実験 についての説明を受けた．体重測定

を行い，前もって重量を測定した飲水ボトルを渡

した後，ゲートボールの練習が開始された．練習

形態はI ゲーム30分間で行われる試合形式であり，

間に10～15分 の休憩時間が挟まれた．夏期は，9

時30分から3 ゲームの練習試合が行われ11時30分

に練習が終了 した．秋期は，9 時15分から4 ゲー

ムの練習試合 が行われ12時に終わった．最終の練

習試合の後， 体重とボトルの重量を再び測定した．

夏期の環境は気温34～35°C，相対湿度70～80％，

風速O ～3　m／sec，　秋期は，それぞれ11～15℃，

30～45％，　0 ～5　m／sec　であった． 両実験日と

も晴天であった．

1．2　衣服に関する調査

1．1の実験参加者に，そのときの着衣実態を

インタビュー調査した．また，神戸市とその近郊

在住の53～81 歳の男女38名（女性18名，男性20名）

を対象に，ゲ ートボール時に着用する衣服の機能

性に関わる不満・問題点を集団面接法により調査

した．今回の調査では，衣服の身体活動性や保健

衛生性などの機能性に関係すると考えられる17項

目の内容を予備実験に基づき選択し，調査に用い

た．また，ど のような衣服に対してそのような不

満を感じるかに関しても回答を求めた．調査対象

者の競技歴は5 年未満の人が14名，5 年以上が24

名であり，平均6．6年であった．調査は1994年12

月に実施した．

2．結　果

2 ．1　水分出納に関するフィールド実験

単位時間，体重lkg 当たり換算 した発汗量，

飲水量および 体重減少量の季節別結果を被験者別

に表2 に示す．夏期の発汗量√飲水量および体重

減少量は， それぞれ6．0±1．0　g／kg／h　（平均 士標

準偏差），　3．4±2．6　g／kg／h，　2．5±2．1　g／kg／h　で

あり，秋期のそれぞれの値と比較 して有意 に高値

を取 った．夏期・秋期とも飲水量 は個人差 が大き

く，発汗量に対する飲水量の割合（水分補給率）

は夏期では8 ～108 ％，秋期において は6 ～230 ％

と非常にぱらついた結果となった．平均値（標準

偏差）では夏期54 　（38 ）　％， 秋期95 （87 ）％とな

り，秋期の方が水分補給率が高い傾向であったが，

両者間に有意な差 は認められなか・つた．

また，夏期において，とくに飲水量の少なかっ

た2 名の被験者は7 名のうち最 も高齢であり（T ．

Y ．　；　82歳とT ．　K．　；　79歳）， 他 の被験者 と比較し

て発汗量が少ない傾向を示 した． 秋期 にはその

ような傾向は認められなかった．体重減少量が0

表2　 季節別にみた発汗量，飲水量と体重減少量
単位：g／kg／h

被験者
夏　　　　　　　期 秋　　　　　　期

発汗量 飲水量 体重減少量 発汗量 飲水量 体重減少量

M ．　I　．

K ．　T．

T ．　Y．

H ．　N．

T ．　K．

K ．　0．

M ．　T．

F ．　S．

Y ．M．

7．2

5．0

4．6

6．6

5．3

6．8

6，2

一

一

3．8

2，7

0．6

2，9

0．4

6．8

6．7

一

一

3、4

2．3

4．0

3．7

4．9

0

0．5

－

－

1．1

1．1

0．8

1．5

－

1．2

－

1．0

0，6

1．7

0，8

0．3

0．1

－

1．9

－

0．1

1．4

－0．6

0．3

0．5

1．4

一

一0．7

－

0．9

0．8

平　均

偏　差

6．0＊＊

1、0

3．4’

2．6

2．5＊

2．1

1．0

0．3

0．9

0．8

0．1

0，9

＊　P＜0 ．05， ¨P ＜0 ．01　；　秋期の対応する値との有意差を示す
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図1　 発汗量と飮水量 の関係

0 ．4

またはマイナスを示した被験者 は，夏期2 名，秋

期3 名みられた．図1 に発汗量と飲水量の関係を

示した．単位時間当たりの 発汗量と飲水量 の間

には，　r　＝0．623の相関が認 められ（P ＜0 ．02），

その回帰直線 の式 はy 　－0．492　x　十〇，020［y　：　飲

水量（kg ／h），　x：発汗量（kg ／h）］であった．

2 ．2　 競技時の着衣実態

夏期に着用されていた衣服の枚数は， 上衣1 ．5

枚，下衣2 ．0枚（ソックスを除く） であった． 秋

期は上衣4 ．0枚， 下衣3 』枚であり， 秋期 の着衣

枚数が上衣，下衣とも多かった．上衣・外衣の種

―　291一

類 として，夏期においては男性5 名 のうち4 名ま

でがワイシャツを着用しており，2 名 は長袖，2

名は半袖であった．他の1 名は，半 袖のポロシャ

ツを着用していた．女性は2 名とも長 袖のブ ラウ

ス，T シャツを着用していた．下衣 （下半身） は

男性1 名が膝丈の綿パンを着用して いたが，残り

の6 名は長ズボンであった． そのうち， いわゆる

トレーニングパンツの着用者は1 名 であり， その

他 の5 名 は織物のスラックスであった．

秋期において上衣・外衣に着用されていた衣服

の種類 は，ポロシャツ（7 名中5 名），薄手のセー

タ（同2 名），トレーナ（同1 名）， ベ スト（同3

名）などであり，最外衣に着用されて いたジャン

パ ー， ウィンドブレーカ類を除くすべ てがニット

製 品であ った．被験者の着衣量調査か ら，　clo 値

を算出した結果を表3 および表4 に示 す．　clo 値

への換算は，花田らのサーマルマネキ ンによる報

告14～16｝を参考にし，長沢らの報告゛に 基づいて，

着衣量を外衣・下着および上衣・下衣 に分類した．

手袋と帽子は着衣量 に含 まれて いな いので， そ

の着用の有無を記した． 総着 衣量 は ，夏 期 にお

いて平均（標準偏差）0．52（O。08）ClO ，秋期 は，

1：20（0．20）ClO であった． 秋期 にお ける着衣量

の有意な増加が，外衣の下衣を除く他 のすべての

表3　dO 値からみた夏期の着衣量
単 位：clo

被験者
外　　　　衣 下　　　　着

上 衣 計s ）下衣計o 総 計o
類被服の着用

上 衣 下 衣 計o 上 衣 下 衣 計o 手 袋 帽 子

M ．　I　．

K ．　T．

T ．　Y．

H ．　N．

T ．　K．

K ．　0．

M ．　T．

0．19

0．30

0．19

0．19

0，30

0．20

0、37

0．21

0．21

0．21

0．12

0．21

0．21

0．21

0．40

0．51

0．40

0、31

0．51

0，41

0．48

0．08

0．08

－

0．08

一

一

一

0．06

0．06

0．03

0．06

0．06

0．06

0．03

0．14

0．14

0．03

0．14

0．06

0．06

0．03

O。27

0．38

0．19

0．27

0．30

0．20

0．37

0．27

0．27

0．24

0．18

0，27

0．27

0．24

0．54

0．65

0．43

0、45

0．57

0．47

0．51

○

○

一

一

－

○

○

○

○

○

O

O

O

O

平 均

偏 差

O。25

0．07

O。20

0．03

0．43

0．07

0．03

0．04

0．05

0．15

0．09

0．05

0，28

0．07

O。25

0．03

0．52

0．08

a ）計および総計は，各衣服のcIo 値を合計したものであり，重ね着を考慮したもので はない

ーは，着用していなかったことを示す
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表4　dO 値からみた秋期の着衣量
単 位：clo

被験者
外　　　　衣 下　　　　着

上衣計o 下 衣 計2 ）総 計 ）゙
類被服の着用

上 衣 下 衣 計o 上 衣 下 衣 計o 手 袋 帽 子

M ．　I　．

K ．　T．

T ．　Y．

H ．　N．

K ．　O．

F ．　S．

Y ．　M．

0．77

0．70

0．77

0．80

0．45

0．83

0．58

0．21

0．21

0．21

0．21

0．21

0．21

0．21

0．98

0．91

0．98

1．01

0．56

1．05

0．79

0．24

0．08

0．12

0．12

0．10

0．12

0．21

0．30

0．14

0．14

0．14

0．11

0．09

0．11

0．54

0．22

0．26

0．26

0．21

0．21

0．32

1．01

0．78

0．89

0．92

0．55

0．95

0．79

0．51

0．35

0．35

0．35

0．32

0．30

0．32

1．52

L13

1．24

1、27

0．87

1．25

1．11

○

○

○

－

O

O

O

○

○

○

○

○

○

O

平 均

偏 差

0．70

0．14

0．21

0

0．90

0．17

0．14

0．06

0．15

0．07

0．29

0．12

0，84

0．15

0．36

0．07

1．20

0、20

a ）計および総計は，各衣服のdo 値を合計したものであり，重ね着を考慮したものではない

ーは，着用していなかったことを示す

部分で認められた．帽子は両季節ともすべての被

験者で着用されていた．夏期の帽子は，7 名中3

名が麦わら帽で残りの4 名は布製であったが，い

ずれもつば付きのものであった．手袋は，夏期に

は4 名，秋期には6 名に着用されていた．

表5　 ゲートボールウェアに対する不満内容

とその割合（複数回答）

不　満　内　容

サイズ・構成について

大きすぎる・ゆるい

小さい・窮屈である

股上が短い

ウェストゴムがきつい

生理・衛生について

伸縮性がない

伸びすぎる

汗を吸わないで蒸れる

汗を吸いぺたつく

汗を吸い身体が冷える

保温性が悪い

その他

布の滑りが悪い

肌触りが悪い

重い

着脱しにくい

トイレの用がたしにくい

体型がカバーできない

その他

人 数 （ ％）

5　（13 ）

2（5 ）

7（18 ）

5　（13 ）

4　（11）

2（5 ）

2（5 ）

3（8 ）

1　（　3）

1（3 ）

2 （5 ）

10 ）

2 （5 ）

1 冂 ）

8 （21 ）

10 ）

1 囗 ）

2 ．3　 競技時の衣服に関する問題点

集団面接による聞き取り調査で得 られた衣服に

対する不満内容とその割合を表5 に示 した．この

表からわかるように，「大きすぎる」 から「 ウェ

ストゴムがきつい」までに示された衣服のサイズ・

構成面での不満が最も多 く，　49％を占めていた．

ついで，身体活動・圧迫や体温調節を示す衣服の

生理 ・衛生に関する不満が35 ％であ った．その他

に，「トイレの用がたしにくい」 と回答し た者の

率が21 ％みられた．表6 は，どのような種類の衣

表6　 不満を持つ衣服の種類とその名称

（複数回答）

衣服の種類 人数（％）

上衣・外衣o

上衣・下着 ）゙

下衣・外衣c ）

下衣・下着j ）

類被服o

15　（39）

7（18）

9（24）

11　（29）

15　（39）

a ）トレーニングシャツ，ポロシャツ

ランニングシャツ，体操服，ベスト

b ）シャツ， ブラジャー

c ）トレーニングパンツ，スラックス

d ）ショーツ，ブリーフ，ズボン下

パンスト，その他

e ）靴，靴下，サポータ，手袋，帽子，

その他

デサントスポーツ科学Vol ．　17



服に対して不満を感じるかについて調査した結果

である．上衣・下衣と外衣・肌着の組み合わせで

示した．表の右側には不満に感じる衣服の具体的

な種類を示した．この結果から，上衣・外衣と類

被服に対する不満を訴えた者が各39％と多いこと

がわかった．

3． 考　察

3 ．1　 水分出納について

高温環境下では皮膚血流量が増加し，発汗によっ

て体液の喪失が起こる．発汗によって失われた水

分は飲水によって補う必要があるが，中井 らが大

学運動部の選手を対象にした報告17）では練習時間

内に発汗量 に見合 った水分は補給されていない．

大量発汗時 には，自発的脱水が起こるといわれて

おり气 今回の高齢者を対象とした運動時の水分

補給量において も夏期には同様の傾向が認められ，

脱水の程度を示す体重減少 量 の結果 （2．5±2．1

g ／kg／h） は，中井らによる野球部学生を用い た

結果19）（2．02土0．43　g／kg／h） と類似していた．

この値は，中井らのサッカーやハンドボール競技

での結果8）より小さかった．その理由として，飲

水が容易 にできる環境で は， 体重 減少量が小 さ

い8）ことから， ゲートボールの試合形式による練

習は，比較的水分補給が行いやすいものであった

と推察できる．そ れにもかかわらず，今回 の補給

率は8 ～108 ％と個人差が非常に大 きかった． 高

齢者の熱産生・皮膚温反応に大きな個人差がみら

れるとした報告゛と共通するものである．

水分補給率がとくに低かったのは，82 歳と79歳

の最も高齢の2 名であり，彼らは発汗量も少ない

傾向にあ った．30 分間の練習試合ごとに，10 ～15

分間の飲水する時間があ ったにもかかわらず，水

分補給量が小さかったのは，　Miescher　et　al．の

報告7）のように囗渇感が低下していた可能性も考

え られる．今回体温の測定 はしていないが，この

ような被験者では体温が上昇していたことも推測
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され，熱障害の予防の観点から給水に 対する指導

が必要であると考え られる．

秋期においてもさらに大きなばらつ きが飮水量

に認められ，水分補給量が体重減少量 より多 い者

が3 名おり，夏期より有意に体重減少量 は小さかっ

た．体重減少量は環境温度の変化とは関係なく，

ほぼ一定の値を取 ったという報告19）と 異なる． こ

れは，実験の主旨を十分理解した被験 者の水分補

給への前向きな姿勢や， スポーツ飲料 への好奇心

などにより現れた結果と考え られる． 秋期の測定

日の翌日にも同様にゲート ボールの練 習が実施さ

れたが， 水筒などを持参していた者は8 名中2 名

であったことからも容易に推察できよ う．

3 ．2　着衣実態と衣服に関する問題 点について

本研究では，ゲートボール競技時の 着衣実態を

捉え，そのときの衣服の着やすさ・着 心地などの

機能性に関する不満や問題点を調査する ことによっ

て，高齢者のスポーツウェアと温熱適 応に関する

現状を把握することを目的とした．ゲ ート ボール

は一般 に，戸外で行われるスポーツな ので，夏期

には太陽の放射熱対策が汗処理ととも に考慮 され

なければならない．着衣実態調査から，夏期はつ

ばのある帽子や，長袖衣服の着用など が観察され

たことは納得のゆく結果である．しか し，身体 の

四肢末梢部は，熱放散に有効な部位で ある21）こ と

から，放射熱による受熱と熱放散の両 方が相殺さ

れないようにする必要があるであろう．

夏期における手袋 の着用は，上記の点から憂慮

される．手袋着用理由を後で尋ねたと ころ， プレ

イ中に手が汚れるのを防止するため， また女性の

場合は日焼け防止であった．手袋の着 用をとくに

暑いと感じないと言うことであったが，暑いと感

じた人 は，他人のプレイ中に手袋を脱 いで調節し

ていた可能性もある．dO 値 から算出 した着衣 量

は，夏期については長沢ら1゙ の報告の範 囲内であっ

た． 秋期に関しては報告されていない が，冬期の

それより小さい値を示し，妥当 な結果 が得られた
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と考える．　 十

高齢者の衣服に関する問題点は，審美性と機能

性に大別で 飢 審美性については色，柄，デザイ

ンの面 からの改善が望まれている气 機能性 に関

しては，高齢者の体型を考慮した衣服の種類，サ

イズが， まだまだ少ないと報告されている12）． 本

研究で探ったゲ ートボールウェアの不満点は，高

齢者の寝巻きなど他の衣服での報告゛のように，

サイズに関する内容がもっとも多くみられた．こ

れは，高齢者用のあらゆる衣服に関する共通の問

題点でありその改善が望 まれる． また清水ら24）は，

高齢者の衣服気候などを測定し，衣服が環境温熱

条件の変動を小さくしでおり，高齢者にとって衣

服による体温調節が重要であることを報告してい

る．ゲ ートボールウェアの問題点として，衣服の

生理・衛生 に関する不満が2 番目に多かったこと

から，体温調節機能の低下を配慮した高齢者用の

スポーツウェアの開発も重要であろう．

着衣実態 において，秋期の着衣は，いわゆるス

ポーツ時のウェアであったが，夏期には，ワイシャ

ツや通常のスラックスを着用している人 が多 かっ

た． 衣服の問題点として，伸縮性や汗処理が挙げ

られていたことを考えると，運動機能性の面から

疑問を感ずるが，今回 は実態と問題点の調査対象

者が異なるため言及は避ける．

4 ．ま と め

高齢者のゲートポール競技時の発汗量 飲水量，

体重減少量および着衣実態を観察した． さらに，

ゲート ボールウェアの機能性に関する問題点を調

査した．

1 ）飲水量および体重減少量は， 個人差が非常

に大きかった．水分補給率が夏期では8 ％，秋期

では6 ％程度という被験者が認められ，発汗量に

見合った水分は補給されていないことがわかった．

暑熱環境下や運動時における飲水の重要性を伝え

る必要があると考えられる．

2 ）夏期の着衣は，長袖の上衣，つば付き帽子

などが観察され太陽熱に対する配慮がなされてい

た．しかし，運動に適した衣服であったかどうか

は，さらに検討する必要があると考える．

3 ）ゲートボールウェアの問題点は，サイズ・

被服構成に関する内容が最も多くみられた．これ

は，高齢者用衣服に共通する不満である．不満を

感じる衣服の種類は，上衣の外衣と類被服がもっ

とも多かった．高齢者の体型変化と動きやすさが

配慮された衣服設計が望まれる．
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